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市立函館博物館館報

函館市指定有形文化財

アイヌ風俗12カ月解風

四月炉辺団らんの図

平沢瞬山嬢宮原柳倦模写

アイヌ風俗12カ月屍風の後半双が新田寛一氏より寄贈さ

れ、函館博物館に所蔵されていたが、平塚常次郎氏の寄付

金により、前半双を宮原柳鰹氏に依頼し、模写して12枚揃

えることができた。

この「四月の図」は炉辺で煙草を吸う主人とアツシを識

る木の皮を紡いでし､るその妻、その側で子供が遊んでし

る。炉には鍋がかかり、その上には乾した魚などをぶらさ

げている図で、アイヌの屋内の日常生活を窺うことのでき

る貴重な資料である。
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昭和48年度予算決まる．ノ

'､総額37，971千円

なお、従来からの継続事業として、本年度で一応完結する

’､箱館戦争資料調査事業､，昭和50年度で終了予定のⅥ函

館市内埋蔵文化財対策調査事業肌市民の教養向上に資す

るための各種講座、科学教室開催費などは、昨年度当初予

算額よりアップされたので、より充実した事業内容とな

る◎

款教育費項社会教育費目･博物館費

市立函館博物館の昭和48年度予算が次のとおり決定こ

た。

本年度予算の主な点をひろってみると、第1に当館最六

の事業である春の特別展「松前波響アイヌ絵展」がある。

この特別展は、松前藩主資広の5男として生まれ、後に円

山応挙に師事し、北海道の応雛といわれた波響のアイヌ絵

のうち、光格天皇の天覧に供した、12人のアイヌ

酋長を描いた夷酋列像を中心として、粉本・模写， (蝋位干ド11

などを展示する。

その2は、最近の土地開発の異常なまでの進歩

により、埋蔵文化財を包含している遺跡の破壊が

急速に行なわれようとしている。このため市内お

よび近郊で遺跡の発掘が頻繁に行なわれるように

なり、その発掘資料が当館に搬入され収蔵陣に収

納していたが、資料が山職した状態で、これ以上

の収蔵が不可能になったため、これらを整理する

考古資料整理費が200千円予算化されたこと。

その3には、昭和44年高川金次氏より寄贈を受

けた北太平洋の貝類コレクション3,120点を自然

分類方式による整理作業を行なう北太平洋貝類整

理慨2110千円が計上された。この雅理によって現

在まだ発見されていなし､新樋の貝が見つかる可能

性が充分ある。

第4として、館内の展示資料を網羅した展示目

録を印刷刊行する予定で、研究者や市民の利便に

供することができる。

以上が本年度新規に認められた事業である。 (庶務係長:I寺田可生？

200年前北海道が生んだ最高の画家

松前波響アイヌ絵展

問：4月29日→6月ion(期間中無休）

場：市立函館博物館本館（函館公畷内）夷酋列像12枚の内

イコリカヤニの像

く部分＞ 観覧料大人100円小中学生50円

画体20名以上（大人80円・小中学生30円：
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研究と資料

市立函館博物館沿革史（その4）

＜開拓便東京出張所内仮博物場＞（3）

北方民族資料目録

明治8年から開拓使廃止まで、東京芝公園、増上寺旧妾
丈跡で、一般に公開されてきた仮博物場は、現在の博物館
法の規定からすれば『我国最初の博物館』と考えられる。
しかし残念ながら仮博物場の完全な資料目録は現在私らに
は目に触れることが出来ない。わずかに開拓使事業報告、
明治11年開拓使一覧等に、東京仮博物場の資料として、動
物・228点、植物・721点、鉱物・82点、製品・459点とあ
り、その製品の部に土人衣服・12点、同靴類、8点という
記載がある。

笛号品目日数産地受入月日献送人渦

①楯I1個樺太明治17.8.玄武丸

吻・228点、植物・721点、鉱物・82隙
り、その製品の部に土人衣服・12点、
記載がある。

藤号品目日数産地

①常I1個樺太
（上言．カシャ

②億京入（タンバコ．才7）4個日高国鮮内

④煙管(佃L木にて作る〉1ｲﾐ〃〃

6火打雛3個〃〃

7火打ｲi3個〃〃

8火ｲ雌6個〃〃

9鹿簡5個〃〃

10糸巻5枝樺太

13油器1個日高国膝内

側“向力胆捜.二て作る

⑭耳環{ニンヵリ）1組'’

15手拭掛1個〃〃

⑰俄箆Iントベラ， 1個石狩国石狩

18景斡:（ベラ 1個〃〃

24猟捕器1個出裳剛j礎

25f賊釣ンユニ2本〃〃

30小刀マキ,1 1本〃〃

32'1､刀翰女f”刑.､るもク')4本〃〃

、蕊器愈一 2個胆擬国

34碧喪錦陣羽急〃

⑳背負縄3本〃

⑳釣ク，方 1個”

⑳船側七今 1個〃

、愉尋一診､諺1足，

42ifユワ子，1雌〃

43歎腿併今‘‘1足〃

44｝兇紐トナ 1本千鳥同択促1＄

481狭4本石狩側

62輯羽の羽綴1技釧路ﾛ厚岸

、侭テーンー.' 1個H高国静内

⑭単靴今‘声,〃へ1足石狩国

⑮革靴1足＃嫁国

67klⅡ1エI上,,カヵ州iuHit協同,',守鳥

を以・~ハら

⑬k靴4足「.島側

69W/1個〃

⑩評災1個’

＠衣ri雌拠1枚カムチャッ刀

72雨衣1牧千島国I,'i守烏

⑬毛衣3枚カムチ寺ツ刀

74'I,児服1校〃

献送人名

玄武丸

ゼ・シュミッ：‐

(破柵1個

高橋直孝

市立函館図書館に『明治23年4月1日現在、博物場陳列
品其他越品調書』という写本がある◎これは明治12年5房
に開館した開拓使函館支庁仮博物場が、函館県博物館と改
称され、それが北海道庁に引き継がれたさいに転記された
当館の資料目録である。この目録の歴史之部・現代に計二
42点の北方民族関係資料が、受入月日、採集地、解るもの
はその土名、寄贈品はその寄贈者名を付して列記され．z
いる。この目録によって、明治14年廃止のさい、東京仮博
物場から函館に移管になった旧東京仮博物場の北方民族資
料目録を再編してみる＝

⑮小児胸掛

⑮小児州

77'j,卿m

⑬食器

⑲長蜘i!:

⑳毛)狐

⑪恥
ラ・ダフ

82海蹴猟網

⑳半鞭

⑭股引

⑮fit下

⑳撒物

⑳雌脚紳

⑳靴

⑳侭

⑫撒揃船

⑬卿

（一も卓．涛鈍船附鶴ノモノ）

“海猫魚具

⑮弓矢

⑳叩l

⑰橘（佃L小切を入れるもめ

を舞々 J

⑳行厨

104繋台

アッシ織物

アッシ織衣（ミアンヘ

アッシ帯（クッチ〉

脚緋（キナホシ）

卿|】

鉢巻
－し

胤皮製前砿

ﾘﾊIll

幅皮製脚排

上人納屋雛形

土人家屋雌形

雪単雛形

雪卓離形

海掘船雛形

〃〃

『R

海船雛形

番号耐

1枚〃

1個〃

1本〃

3個千協同.'i守農

1個千鳥、新知典

1個〃〃

1個〃〃

1役〃〃

4足カムチャッカ

1足〃

1足〃

2枚千島国

1足〃

1足〃

2側カムチャッさ

1催千鳥、新知鳥

3本〃〃

5個〃〃

4本〃〃

1個〃〃

1個千鳥占守鳥

1個〃〃

1個千島国択捉皇

3段根室国根室

4牧釧路国厚岸

2本根室国根室

2足割|路国厚岸

2個〃〃

1本‘根室国根室

1枚．.〃ず〃

1個〃〃

1足〃〃

2個日禰国撒内

2個〃〃

2値カムチャッ方

3個日高国静内

1個千島国新知患

1個〃〃

1個〃〃

1個日高、静内

1個〃〃

閥数産地受入月日献送人名

以上が明治23年の目録から類推して作成した東京仮博物
場の民族資料目録であるが、番号は23年の目録番号・受入
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月日の明治17年8月は東京仮博物場の資料を受入れるた
め、函館県が新たに、函館公醗内に第三博物場を新設し-こ
開館した明治17年8月12日の略であるまた爵号に丸の
付した資料は一部あるいは全制観在市立函館博物館に伝え
られているなお産地・千胤国占守烏・新知島・カムチさ‐
シカとある資料は、明治8年および9年に黒田開拓使長官
および時任、長谷部氏等が現地で採集した1'c重な資料で左
る。（学芸係長：姫野英夫ノ

統計
(48.1.5～48.3.:ii

“8．1．5－3.…

入 館者
昭和47年度常設展示

昭和47年度常設展示

一一一＝－－

最近受入れた資料i

◇つば1側

土器片・洞器（札刈避跡）1括
土器片・お器（蛇内沢逝跡）1括
【沢谷哲夫氏寄附・上磯郡木古内町札灯532】

◇いずめ（飯誌）
馬車揚器
笹竹の箕
いも掘り釣
竿秤
【井田拳雄氏寄附・函館市日吉町3-45-11】

◇3枚霞と聯'ド 1組

樺太の植物標本200点
樺太庁30年史1冊
【木村フミ氏寄附・函館市柏木Hi]19】

◇土器・禰器

【片岡政彦氏寄剛・むつ.h横迎町2-10-28】
◇旧日本徹樺太の聯興6種鎖
【紬谷忠久氏寄耐・地田郡七飯町本町288】

◇千寿蘭
レスギラ

【佐藤哲雄氏寄耐・函館市柏木町8－25】
◇洋剣（ローマおよびウィーンで購入）2振
【平田光夫氏寄附・函館市堀川町86】

◇樺太・千鳥出土Ilfl
【馬場術氏寄附・東京都瞥励区上池袋2253】

◇貝頬（アラスカブリストル満の貝頗）36甑87点
【田口武光氏寄剛・函館市堀川町3(117】
◇ニューギニヤの矢1ぶ

【山田豊氏寄鯛・函館市松険町74】
◇非常持出用雛理箱（大町々会で使用・明治時代）1個
【中島康三郎氏寄剛・函館市宝来町8－11】
◇スコットエ場の解体物1括
【函館公海漁業㈱寄m・砺館市大町13-9】

昭和47年度常設展示無料入館者

無料入館者（本館日昭Bのみ

1宮．

御用紗め
御用始め
北海道放送､'幻の共和国肌製作にかかる資料撮
影が行なわれる（分館）
京都市新選組研究家柄旧挙喜氏来館（分館）
函館市内埋蔵文化財対策凋在の斑料雛理を開始
（本館）
銭亀古銭報告書の作成作業I淵始（,|憶館）
北海道総務部領土復帰北方漁業対縦本部大寺主
査他1名来館（本館）
レリーフ巧芸画保管室の雛備作業が行なわれる
（本館）
NIIKへ氷切り用の器具5点騰与する、2-ni返
還（資料館）
消防署から防火避察料興が巡!"Iに来館（本館、
分館、資料館）
戸井町教育長堀田久善氏来館（本館）
北海道大学文学部研究生ケイリー・クラーク・
サラ氏他1名来館（本館）
第3回冬の公震と博物館であそぶ会が開催、28
日の2日間（本館）
函館市民美術協会事筋長島田徹郎氏来館
（本館）
態田市杉本要作氏から朝陽艦引柵"’5点の資料
が寄鵬になる（分館）

28

48，1．4
11

博物館日誌抄（47.12.1～48.1.31）

47.12.1I!本鮭鱒漁業協|可組合専勝理事斎藤三郎氏来館
（本館）

〃道立|淵拓記念館研究職員原田富彦氏外4名館内
見学（本館、分館、資料館）
6市営バス（交通局ノのバスガイド20名館内見学
（本館）

〃日本国有鉄道北海道総局共済短期係長宇高順一
氏他2名来館（木館）
7道立教育研死所主任山崎長吉氏来館（本館）
8防衛庁将官一行18名が五稜郭戦争研究のため来
館（分館）
14非常鮮報器取付工輔開始、12月221!完了
（本館）

16i|j民織座か梁会室にて行なわれる講師宗像為
彦、乳井幸教の両氏（本館）

19函館西時察署島脇鮮備係長、大和田巡査長の2
名防犯の件にて来館（本館）
21文化庁野口技官が資料調査事務打合せのため来
館（本館）
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